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Information' s
くらしのおしらせみとよ

▲

問い合わせ　税務課　☎73－3006　観音寺税務署　☎25－2191

税務課からのお知らせ

タ
ヌ
キ
山
古
墳

　

今
か
ら
お
よ
そ
1
，6
0
0

年
前
の
5
世
紀
後
半
頃
は
、

横
側
に
出
入
り
口
を
も
つ
横

穴
式
石
室
が
各
地
で
造
ら
れ

た
時
代
で
す
。
市
内
に
も
6

世
紀
前
半
頃
か
ら
横
穴
式
石

室
が
造
ら
れ
ま
す
。
こ
の
時

期
の
古

墳
と
し

て
知
ら

れ
て
い

る
の
が「
タ
ヌ

キ
山
古
墳
」

で
す
。

　

タ
ヌ
キ
山
古
墳
は
、
高
瀬
町
上

麻
に
所
在
し
、
見
晴
ら
し
の
良
い

丘
陵
上
に
築
か
れ
て
い
ま
す
。
墳

丘
は
直
径
19
ｍ
の
円
墳
で
す
。

　

遺
体
を
納
め
る
横
穴
式
石
室
の

規
模
は
、
石
室
の
全
長
3.4
ｍ
、
棺

を
納
め
る
部
屋
で
あ
る
「
玄
室
」

の
長
さ
は
2.9
ｍ
、
そ
の
幅
は
1
・

5
8
〜
1
・
8
0
ｍ
、
玄
室
へ
続

く
道
で
あ
る
「
羨
道
」
の
幅
は
0.5

ｍ
と
、
石
室
の
中
で
は
や
や
小
型

と
い
え
ま
す
。
石
室
に
は
大
型
の

石
は
用
い
ず
、
扁
平
な
板
状
の
石

を
何
段
も
積
み
上
げ
て
構
築
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

石
室
か
ら
は
須
恵
器
や
鉄
器
、

装
飾
品
な
ど
、
多
く
の
貴
重
な
遺

物
が
出
土
し
ま
し
た
。
須
恵
器
は
、

そ
の
形
状
か
ら
3
つ
の
時
期
に
分

類
で
き
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
古
墳

が
数
世
代
に
わ
た
っ
て
「
墓
」
と

し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
鉄
器
は
、

鉄
刀
や
鉄
剣
の
破
片
、
鉄
鏃
な
ど

が
出
土
し
て
い
ま
す
。
装
飾
品
は

ガ
ラ
ス
小
玉
や
管
玉
、
金
銅
装
の

空
玉
（
銅
製
で
、
金
が
表
面
に
装

飾
さ
れ
た
中
空
の
玉
）
な
ど
が
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
豊

富
な
遺
物
か
ら
、
こ
の
古
墳
に
眠

る
人
物
は
生
前
、
上
麻
周
辺
で
強

い
影
響
力
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が

伺
え
ま
す
。

　

三
豊
市
の
横
穴
式
石
室
導
入
の

先
駆
け
と
な
っ
た
タ
ヌ
キ
山
古
墳
。

こ
れ
を
き
っ
か
け
に
市
内
で
は
各

地
に
横
穴
式
石
室
が
展
開
し
て
い

く
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

※
古
墳
は

現
地
に
復

元
展
示
し

て
い
ま
す

（
石
室
入

り
口
は
普

段
は
封
鎖
）

　
人
権
教
育
教
材
集
が

　
　

新
し
く
な
り
ま
す

　

現
在
の
教
材
集
は
、
2
0
0
8
年

4
月
に
発
刊
さ
れ
、
6
年
目
が
終
わ

ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

 

合
併
前
は
、
7
町
が
そ
れ
ぞ
れ
に

人
権
教
育
を
行
い
、
差
別
解
消
に
努

め
て
い
ま
し
た
。
そ
の

た
め
、
使
う
教
材
も
学

習
内
容
も
そ
れ
ぞ
れ
異

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
合
併
を
機

に
各
町
で
使
用
し
て
い

た
資
料
な
ど
を
参
考
に

し
て
、
三
豊
市
人
権
教

材
集
が
で
き
あ
が
り
ま

し
た
。「
な
か
ま
づ
く

り
」
「
部
落
差
別
」

「
い
じ
め
や
障
が
い
者
差
別
な
ど
」

の
観
点
で
、
小
学
校
1
年
生
か
ら
中

学
校
3
年
生
ま
で
系
統
的
に
編
集
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

学
校
で
は
、
そ
の
教
科
書
を
も
と

に
授
業
を
行
い
、
保
護
者
や
地
域
の

皆
さ
ん
に
公
開
し
た
り
、
話
し
合
っ

た
り
し
て
実
践
を
積
み
重
ね
て
き
ま

し
た
。
市
全
体
で
も
、
人
権
・
同
和

教
育
主
任
や
学
力
・
進
路
支
援
担
当

の
先
生
を
中
心
に
、
そ
れ
ら
の
授
業

記
録
な
ど
を
持
ち
寄
っ
て
成
果
や
課

題
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
き
ま
し
た
。

　

学
校
で
の
熱
心
な
取
り
組
み
は
、

子
ど
も
た
ち
だ
け
で
な
く
、
保
護
者

や
地
域
の
皆
さ
ん
の
学
習
と
も
つ
な

が
り
、
い
じ
め
や
差
別
を
な
く
す
る

た
め
の
意
識
が
ず
い
ぶ
ん
高
ま
っ
て

き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
市
民
の
意
識

調
査
の
結
果
に
も
現
れ
て
い
ま
す
。

　

「
三
豊
市
は
ひ
と
つ
」
と

い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
取

り
組
ん
で
き
た
人
権
教
育
は
、

一
定
の
成
果
を
挙
げ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
旧
町
間
の
人

権
意
識
は
、
ま
だ
ま
だ
、
ひ

と
つ
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

　

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
、
現

教
材
集
の
実
践
を
も
と
に
、

教
材
を
見
直
し
、
新
し
く
作

成
す
る
た
め
の
計
画
を
立
て
、

市
内
小
中
学
校
の
教
員
に
よ
る
編
集

委
員
会
で
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

4
月
に
は
、
小
中
学
生
用
の
新
し

い
人
権
教
育
教
材
集
が
発
刊
さ
れ
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
私
た
ち
も
と
も
に
学
び
、
住
み

よ
い
三
豊
市
を
実
現
し
て
い
き
ま
し

ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

人
権
教
育
課　

☎
62
・
1
1
1
9

げ
ん
し
つ

せ
ん
ど
う

す　

え　

き

く
だ
た
ま

て
っ
と
う

て
っ
け
ん

て
つ
ぞ
く

う
つ
ろ
だ
ま

▲タヌキ山古墳遠景・石室内

▲教材を検討する先生

▲上2つ：須恵器
下左から：管玉・管玉・ガラス
小玉・空玉・鉄刀・鉄剣・鉄鏃

くらし

▲

問い合わせ　教育総務課　☎62－1110

三豊市奨学金貸付希望者を募集します

e
―

T
a
x
を
使
っ
て
確
定
申
告
を

　

所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
の
確

定
申
告
は
、
便
利
な
e
―

T
a
x
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
「
確
定
申
告
書
等

作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を
利

用
し
て
、
申
告
期
間
中

は
24
時
間
（
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
時
間
を
除
く
）
い

つ
で
も
e
―

T
a
x

（
国
税
電
子
申
告
・
納

税
シ
ス
テ
ム
）
を
利
用

し
、
送
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
e
―

T
a
x
は
自
宅
か
ら
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申
告
で
き
る
ほ
か
、
添
付

書
類
の
提
出
省
略
、
還
付
が
早
い
な
ど
の

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

※
利
用
の
際
は
、
電
子
証
明
書
の
取
得
、

　

I
C
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
の
購
入
な

　

ど
の
事
前
準
備
が
必
要
で
す

所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
の

確
定
申
告
と
納
税
は
お
早
め
に

確
定
申
告
期
間

2
月
16
日
（
日
）〜
3
月
17
日
（
月
）

た
だ
し
、
還
付
申
告
は
2
月
15
日
（
土
）

以
前
で
も
行
え
ま
す
。

相
談
や
申
告
書
の
受
付
期
間

2
月
17
日
（
月
）〜
3
月
17
日
（
月
）

　

平
成
25
年
分
の
所
得
税
お
よ
び
復
興
特

別
所
得
税
を
振
替
納
税
で
納
付
す
る
場
合
、

振
替
日
は
4
月
22
日（
火
）、
現
金
で
納
付

す
る
場
合
の
納
期
限
は
3
月
17
日
（
月
）

で
す
。

　

ま
た
、
電
子
納
税
の
場
合
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
納
付
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.nta.go.jp/

）
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
領
収
証
」
等
の
印
紙
税
の
非
課
税

範
囲
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た

　

事
業
者
の
皆
さ
ん
が
作
成
す
る
領
収
証

や
レ
シ
ー
ト
な
ど
の
「
金
銭
ま
た
は
有
価

証
券
の
受
取
書
」
の
印
紙
税
は
、
4
月
1

日
以
降
に
受
取
金
額
が
5
万
円
未
満
の
も

の
は
非
課
税
と
な
り
ま
す
。

　

4
月
1
日
以
降
に
領
収
証
等
を
作
成
す

る
際
は
、
受
取
金
額
を
確
認
の
う
え
、
納

付
す
る
印
紙
税
額
に
誤
り
が
な
い
よ
う
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

対
象　

平
成
26
年
度
に
学
校
教
育
法
に
規

定
す
る
学
校
の
う
ち
、
高
等
学
校
の
全
日

制
、
中
等
教
育
学
校
の
後
期
課
程
、
特
別

支
援
学
校
の
高
等
部
、
大
学
（
大
学
院
を

除
く
）
お
よ
び
高
等
専
門
学
校
に
在
学
す

る
人

要
件

・
三
豊
市
に
住
所
を
有
す
る
人
（
進
学
の

　

た
め
、
他
の
市
町
村
に
住
所
を
移
す
人

　

を
含
む
）

・
修
学
意
欲
が
あ
り
、
学
校
長
が
推
薦
す

　

る
人

・
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
修
学
が
困
難
で

　

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
人

※
た
だ
し
、
市
税
を
完
納
し
て
い
る
世
帯

貸
付
額

《
高
等
学
校
等
》
月
額
1
万
円
以
内

《
高
等
専
門
学
校
お
よ
び
短
期
大
学
》

　

月
額　

2
万
円
以
内

《
大
学
》 

月
額
2
万
5
千
円
以
内

貸
付
期
間
お
よ
び
利
息

　

貸
付
を
受
け
る
月
数
を
通
算
し
て
、
奨

学
生
の
在
籍
す
る
学
校
の
修
学
年
限
に
相

当
す
る
月
数
以
内
で
、
無
利
子
。

返
還　

正
規
の
修
学
期
間
が
満
ち
た
日
の

翌
年
4
月
か
ら
10
年
以
内
に
月
賦
、
半
年

賦
、
ま
た
は
年
賦
払
い
に
よ
り
返
還
。

申
し
込
み
期
限　

2
月
25
日
（
火
）

対
象

要
件

貸
付
額

貸
付
期
間
お
よ
び
利
息

返
還

申
し
込
み
期
限

相
談
や
申
告
書
の
受
付
期
間

確
定
申
告
期
間

▼
問
い
合
わ
せ

　

生
涯
学
習
課　
☎
62
･
1
1
1
3

募集

現
行

4
月
1
日
以
降

3
万
円
未
満

5
万
円
未
満

じ
ん
け
ん
探
訪
33

タヌキ山古墳遠景

石室内

《
印
紙
税
の
非
課
税
範
囲
》


